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■ 2017年度
　 FUJITSUファミリ会

■ FUJITSUファミリ会論文
　　論文受賞者座談会 /優秀論文概要

■ ICT基礎講座Close-Up
　　次世代プラットフォームとして期待される
　　「ブロックチェーン」

■講演録
　　キャスター /アナウンサー　
     吉川 美代子 氏 

■HUMAN HUMAN
　　コンサルソーシング株式会社
　　代表取締役　松井 順一 氏 

■Family's Information
■支部見聞録（四国支部）
　 From愛媛
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表紙のことば（世界の橋シリーズ）
伯方・大島大橋
（はかたおおしまおおはし）
愛媛県今治市

尾道（広島県）と今治（愛媛県）を結ぶし
まなみ海道は、芸予諸島を結ぶいくつか
の橋を通る。1988年に開通した「伯方・
大島大橋」もその一つ。かつて村上水軍
の拠点であった能島にもほど近い。伯方
島と見近島を結ぶ伯方橋（桁橋・325
メートル）と、見近島と大島を結ぶ大島
大橋（吊橋・840メートル）を総称したも
ので、桁橋と吊橋という異なる形状の橋
が一本になっている。

春季大会

会長 内田 悟 氏

FUJITSU
ファミリ会

内田新会長ごあいさつ（春季大会より）

　ただいまご紹介いただきました、JXア
イティソリューション株式会社の内田で
ございます。今年度より下條会長の後
を引き継ぎ、由緒ある会員数日本一の
ITユーザー会の会長を仰せつかりまし
て、非常に光栄でありますし、重責に身
の引き締まる思いであります。
　2017年度のファミリ会の活動方針は
「『柔軟な発想』と『断固たる行動』」です。
従来からある慣習や過去の成功体験に
とらわれない発想をもち、一度決めたら
それをとことん最後までやりぬくことにこ
だわり、チャレンジしていきたいと思って
います。具体的には、情報セキュリティの
問題や、IoTやAIなどによる事業の合理
化・業務改革、ワークスタイル変革ある
いはグローバル人材やダイバーシティへ
の対応など、会員企業の皆様の課題解
決、さらなるビジネスの成長につなげて
いくことを視野に最新のICT利活用に関
する情報提供と意見交換等につなげて

いきたいと思います。
　また、前任の下條会長から「会員数の
増加」と「復興支援」の2つを引き継い
でいかなければならないと思っておりま
す。会員数は下條会長在任時の3年間
で約400増えたと聞いています。影響力
を強める、あるいは活動の勢いを高め
るためにも、力を尽くしてまいります。ま
た、復興支援に関しても、東日本大震災
あるいは熊本地震を風化させないため
にも、全国組織であるファミリ会として貢
献していきたいと思っております。
　会のスローガン『語りあう夢、きそい
あう知恵』のもと、会員満足度の向上と
企業活動への貢献という観点から会員
の皆さんにとって魅力溢れる様々な活
動を展開してまいりたいと思っておりま
す。引き続きご支援・ご協力のほどよろ
しくお願いいたします。

下條前会長から内田新会長へ、ファミリ会
への想いは引き継がれた

春季大会
2017 年度 FUJITSUファミリ会

5/19（金）、帝国ホテルにおいて
2017年度春季大会が開催されました。
全国から1,000名を超える会員・関係者が集い
盛況な大会となりました。
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2017 年度活動方針

「柔軟な発想」と「断固たる行動」

全国から1,000名以上が集結

大会に先立ち行われた総会では、2016年度の
活動報告などの後、2017年度の活動方針や
予算等が承認された

富士通株式会社
代表取締役社長
田中 達也 氏

キャスター、
アナウンサー
京都産業大学
客員教授
吉川 美代子 氏

　春季大会は、内田ファミリ会新会長の挨拶で幕が開けまし
た。続いて富士通株式会社 田中社長が挨拶。同日、都内で
行われていた富士通フォーラムのテーマ「Human Centric 
Innovation: Digital Co-creation」をあげ、富士通は引き続
き最先端のテクノロジーを追求し、お客様に安心・安全なプ
ラットフォームをグローバルに展開すること、またCo-creation
（共創）のプレイヤーの一員として参画することでイノベーショ
ンに貢献していきたいと述べられました。また、続いての2016
年度ファミリ会論文の表彰では、受賞者に惜しみない拍手が
送られました。式典の後に行われた記念講演「相手に伝え
る、伝わる話し方」では、吉川美代子氏の話に熱心に耳を傾
ける姿が見られました。懇親会も大勢の方で会場が埋め尽く
され、大盛況のうちに大会の幕が下ろされました。
　　　　　　　　〈吉川氏の講演録は本号P12-13に掲載〉

　今やあらゆる業界において、ICTを活用した改革が重要な経営課題となっており、
我 と々しても会員企業に対し本当に役に立つ活動を提供していく必要がある。
　既存の慣習や過去の成功体験にとらわれない「柔軟な発想」を持ち、かつ、一度決めた
ら最後までやり抜く「断固たる行動」を通じ、より有意義で質の高い活動を実践していく。

日本最大の ICT ユーザー会として、
新たな ICT環境に向けた、会員企業の課題解決や
更なるビジネスの成長へ貢献する

会員相互のコミュニケーションの活性化と、
人財育成支援の強化を推進する

社会貢献活動に継続的に取り組み、
社会的責任を果たす

－IoT/ ビッグデータ /AI など、時代を先取りした ICTの情報や企業活用事例を
　質・量ともに豊富に提供
－LS 研を中心にしたイノベーションをもたらす研究・開発活動の実践
－会員のシステム部門に貢献する、ICT活用の情報発信や、意見交換の機会提供

－国際競争を勝ち抜くための ICT人財育成に繋がる研修・研究会の開催
－女性の活躍を積極的に支援する活動の推進
－地域密着型行事や会員相互の研鑽・交流の促進
－ファミリー参加型の新たなメニュー作り

－東日本大震災及び熊本地震への復興支援をはじめとする活動の継続

懇親会

懇親会にも大勢が参加し、大盛況のうちに大会は閉幕した

挨拶 
富士通
株式会社
執行役員専務
小野 弘之 氏

乾杯/挨拶
FUJITSU
ファミリ会 
副会長 
西崎 宏 氏

中締め 
FUJITSU
ファミリ会
中国支部長
渡辺 泰朗 氏
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